
17 - 10
12 - 12
15 - 17

Ｃ 18 - 12
Ｍ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 * 0 0 0 5 1 2 3 2 4 6 2 1 0 1
10 * 2 3 3 7 0 0 2 0 6 6 2 2 0 3
14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
15 0 0 0 1 2 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0
20 0 0 2 1 2 1 2 2 0 1 1 1 4 0 1
22 0 1 2 3 4 4 4 0 0 3 3 1 2 3 0
27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
29 * 0 1 3 5 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0
34 * 0 0 4 12 0 2 3 2 5 7 2 1 2 0
74 * 3 5 3 4 1 2 1 0 5 5 4 1 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 1 1 0
6 13 18 41 8 14 11 5 27 32 13 12 7 5

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 2 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
6 * 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
7 0 0 1 0 2 0 0 1 0 0 0 0 3 0 0
15 * 0 0 10 21 2 3 4 11 13 24 2 0 2 2
23 0 1 5 3 4 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0
24 * 0 1 3 14 0 0 3 0 1 1 1 4 4 1
25 0 0 0 0 1 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0
29 * 0 4 1 5 0 0 1 1 2 3 2 0 3 0
30 0 1 2 1 3 0 0 0 2 2 4 1 0 0 0
31 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
34 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
56 * 0 1 1 7 0 0 4 2 3 5 2 2 0 4

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 2
2 15 21 60 3 5 15 17 22 39 9 10 10 7

RATE 13.3% 35.0% 60.0%

Team / Coach: 二杉　茂 -
合　　　計 51 200

0 - -
0 - -

川田 稜介 2 32
0 - -

南原 瑛成 0 1
谷本 真琴 0 5

榎本 一輝 2 31
梶井 涼矢 5 12

佐々木 隆成 6 37
藤林 航 1 4

イビス ニヨキゼラ 22 38
山﨑 翔梧 9 14

平 祐之介 0 8
中村 翔太 0 13

ST BS MIN

井上 翔太 4 5

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS

天理大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 62 200
RATE 46.2% 43.9% 57.1%

0 - -
Team / Coach: 綾部　有

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

池嶋 一輝 8 36
中野 司 16 33

雑崎 遼 0 2
八角 亮 6 11

横澤 拓海 3 13
堤 大喜 13 30

高山 寛史 0 1
足立 祐太 3 10

BS MIN

梶井 翔太 1 29
松原 寿樹 12 35

ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS ST

勝チーム

試 合 日 2016.05.03
関西学院大学

記録 関西学生バスケットボール連盟

関西学院大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ

平成28年度関西学生バスケットボール選手権大会

試合ＮＯ 55
戦評
【総括】
第43回関西学生バスケットボール選手権大会ベスト4をかけた戦いは、昨年度今大会準優勝を果たし、新人戦でも
準優勝と今最も勢いに乗る関西学院大学と、昨年度リーグ戦で準優勝を果たし、安定感のあるバスケットを展開する
天理大学という、今大会きっての注目のカードとなった。関学大は終始激しいディフェンスを展開し、司令塔#22堤を
中心にオフェンスを組み立てる。それに対し天理大はディフェンスこそはゾーンプレス、オールコートプレスなど多彩
なパターンを見せたが、オフェンスにおいてはアウトサイドシュートが決まらず、#15イビスにボールを集め、やや一辺
倒な展開となった。関学大は天理大の展開を先読みし、見事に封じ込め、ロースコアゲームに持ち込むことに成功
した。このまま勢いに乗る関学大の悲願の優勝に期待がかかるゲームであった。
【第1ピリオド】
お互いマンツーマンディフェンスで試合開始。先制は関学大#29八角のリバウンドシュート。天理大は#15イビスのイ
ンサイドでの連続得点でその屈強なフィジカルを見せつけるが、関学大#74中野の3Pシュートと#29八角のディフェン
スからのブレイクと、2年生コンビが応戦する。14-6と点差を縮めたい天理大だが焦りのせいか中々シュートが決まら
ない。そこで意地を見せるのが、やはり天理大#15イビス。リバウンドからのシュートで連続得点を決める。第1ピリオド
終了間際、関学大#22堤がロング3Pシュートを沈めたところで終了。関学大7点リードで終える。
【第2ピリオド】
関学大#22堤から#34池嶋へゴール下へ鮮烈なアシスト、続いて#34池嶋から#10松原へアシストで3Pシュート。痺れ
を切らした天理大はタイムアウト。関学大#10松原はブザービーターを沈めるが、その後天理大#56川田が強烈なブ
ロックを放つ。それを機に息を吹き返した天理大は#56川田を中心に攻撃を組み立てる。そこで関学大#10松原はク
ロスプレーで負傷しベンチへ下がる。一気に点差を縮めたい天理大は、#15イビスにボールを集めるが、関学大は2-
3ゾーンディフェンスに切り替えインサイドを固め、先ほど負傷した関学大#10松原が2連続でブロックショットを決め
る。天理大に付け入る隙を見せない関学大は、見事ゾーンディフェンスが当たり天理大のオフェンスを完璧に封じ込
めた。しかし、関学大もオフェンスが乗りきれず点差は変わらぬまま、29-22と関学大が7点リードで第2ピリオドを終了
した。
【第3ピリオド】
開始直後、天理大はペースを上げる。オールコートゾーンプレスで関学大を揺さぶり、やっとの思いでペイントエリア
まで運んだボールを#15イビス、#24佐々木が強烈なブロックショットで阻み、点差は3点差となる。たまらず関学大は
タイムアウト。開始直後に関学大#22堤がボールカットからの速攻でアンスポーツマンライクファールをもらう。そこで
流れは関学大に傾く。#10松原、#74中野と連続得点を重ね、さらにオールコートマンツーマンで追い込みをかける
が、天理大も黙ってはいない。#30梶井の3Pシュートを沈め、両者譲らぬ展開となり、44-39と関学大が5点リードで第
3ピリオドを終えるが、様々な戦略でバスケットを展開する天理大の闘志は燃え尽きていない。
【第4ピリオド】
最終ピリオドは、両チーム上級生を固めたラインナップで挑む。天理大はアウトサイドのシュートを決め切れず、#15
イビスが痛恨のオフェンスファウルでファウルアウトにリーチがかかる。追い打ちをかけるように関学大#74中野がジャ
ンパーを沈め点差は8点差に。しかし、やはり天理大#15イビスが意地を見せる。ゴール下でのバスケットカウントから
の連続得点。関学大は天理大の展開を読んでいてもやはり止めることができない。だが、関学大の司令塔#22堤が
流れを掴むためにギアを上げる。自らの得点に加え、＃74中野にブザービーターとなるアシストパスを繋ぎ、残り1分
で13点差まで天理大を突き放す。たまらず天理大はファウルゲームに持ち込むが、関学大は落ち着いてゲームを運
び63-51で試合終了。天理大は、何度も喰らい付き様々なバスケットを展開したが、関学大には一歩及ばず、終始
リードを奪えなかった。

主審 前田　信 副審 川路　宗助 戦評

62 51

敗チーム

天理大学

佐々木　未央(関西学連)

開始時間 13:40
会　　場 東淀川体育館
コ ー ト

男子 順位決定戦


